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復
曲
能
〈
樒
天
狗
〉
の
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）
＊
日
本
文
化
学
科　

准
教
授　

平
安
朝
文
学
、
古
典
芸
能

一
四
六
四
年
四
月
十
日
・
第
三
日
目
の
演
目
〈
樒
原
〉
に
比
定
）、
そ
の
後
は
上
演

途
絶
。
観
世
元
章
の
明
和
改
正
本
に
採
録
さ
れ
た
も
の
の
、
再
び
顧
み
ら
れ
ず
現
行

曲
化
も
さ
れ
な
か
っ
た
こ
の
番
外
曲
は
、
す
で
に
平
成
六
年
「
能
劇
の
座
」
で
復
曲

さ
れ
、
再
演
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
折
に
同
時
復
曲
さ
れ
た
能
〈
松
山
天
狗
〉
が
（
明
治
以
降
に
現
行
曲
化
し
た

金
剛
流
と
は
ま
っ
た
く
別
箇
に
）、
以
後
、
観
世
流
の
役
者
た
ち
の
手
で
頻
繁
に
試

演
さ
れ
て
い
る
の
と
異
な
り
、
優
美
な
舞
事
も
な
く
、
後
述
す
る
と
お
り
舞
台
面
も

き
わ
め
て
陰
惨
な
〈
樒
天
狗
〉
は
復
曲
さ
れ
た
も
の
の
積
極
的
に
は
再
検
証
さ
れ
ず
、

放
置
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
能
に
「
天
狗
物
と
し
て
の
新
た
な
可
能
性
」
を
改
め
て
見

て
取
っ
た
大
槻
文
藏
氏
の
委
嘱
で
、
今
回
は
「
能
劇
の
座
」
版
と
は
無
関
係
に
、
新

た
に
演
出
を
作
り
上
げ
た
。
私
は
復
興
初
演
の
舞
台
も
見
、
そ
の
時
の
記
録
も
再
見

し
た
も
の
の
、
基
本
的
に
そ
れ
ら
は
参
考
に
し
て
い
な
い
。

　

以
下
、
は
じ
め
に
三
点
ほ
ど
、
今
回
の
演
出
の
主
要
な
意
図
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
。
前
回
は
後
場
で
六
条
御
息
所
＝
郁
芳
門
院
を
責
め
苛
む
小
天
狗
役
を
狂
言

方
が
勤
め
（「
能
劇
の
座
」
代
表
の
演
出
家
・
堂
本
正
樹
氏
の
発
案
と
聞
く
）、
民
俗

芸
能
で
用
い
る
ビ
ン
ザ
サ
ラ
を
鳴
ら
し
て
田
楽
風
（
郁
芳
門
院
は
田
楽
好
き
だ
っ
た

と
い
う
）
の
演
出
を
試
み
た
が
、
そ
こ
に
生
ず
る
滑
稽
な
軽
薄
さ
を
忌
ん
で
、
私
は

今
回
こ
れ
を
踏
ま
な
か
っ
た
。

　

と
い
う
の
も
、
こ
の
能
の
後
場
に
登
場
す
る
シ
テ
・
大
天
狗
（
今
回
は
前
後
に
出

る
郁
芳
門
院
と
も
ど
も
両
シ
テ
と
し
た
）
は
「
愛
宕
山
に
住
む
太
郎
坊
天
狗
」
だ
が
、

こ
れ
は
弘
法
大
師
の
高
弟
た
る
柿
本
紀
僧
正
眞し

ん

濟ぜ
い

の
転
生
と
伝
え
ら
れ
る
。『
拾
遺

往
生
傳
』
巻
下
ほ
か
に
よ
る
と
、
こ
の
眞
濟
は
天
狗
と
な
っ
て
文
徳
天
皇
妃
・
染
殿

后
明
子
を
悩
ま
せ
た
末
、
不
動
明
王
の
啓
示
を
受
け
た
比
叡
山
の
名
僧
・
相
応
に
よ

っ
て
調
伏
さ
れ
て
い
る
。

復
曲
能
〈
樒
天
狗
〉
の
演
出
に
つ
い
て

田
村
良
平＊

（
村
上　

湛
）

　

去
る
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
年
）
二
月
二
十
三
日
、
大
阪
・
大
槻
能
楽
堂
に

お
け
る
第
五
四
六
回
大
槻
能
楽
堂
自
主
公
演
「
日
本
探
訪
〜
日
本
の
歩
ん
だ
道
・
日

本
人
の
想
い
」
で
、
長
く
上
演
を
絶
っ
て
い
た
能
〈
樒
天
狗
〉
の
復
興
演
出
を
担
当

し
た
。
約
一
ヶ
月
こ
れ
に
先
立
ち
横
浜
能
楽
堂
で
上
演
し
た
観
世
小
次
郎
信
光
作
の

能
〈
巴
園
〉
復
曲
（
本
紀
要
前
年
分
に
報
告
掲
載
）
と
並
び
能
の
上
演
史
上
希
少
な

試
み
で
あ
る
の
で
、
本
項
で
は
、
こ
れ
ま
で
公
表
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
当
上
演
時

の
型
の
記
録
を
中
心
と
し
た
報
告
を
試
み
た
い
。

　

な
お
、
こ
の
〈
樒
天
狗
〉
に
つ
い
て
は
、
上
演
当
日
に
会
場
配
付
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
お
よ
び
『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
平
成
二
十
五
年
四
月
号
（
能
楽
書
林
・
同
年
四
月

一
日
発
行
）
に
「
復
曲
〈
樒
天
狗
〉
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
報
告
文
を
執
筆
、
掲
載

し
た
。
本
稿
の
前
半
、
報
告
部
分
は
後
者
の
文
章
に
拠
っ
た
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
を

お
断
り
し
て
お
く
。

　

音
阿
弥
ゆ
か
り
の
能
と
さ
れ
（「
糺
河
原
勧
進
猿
楽
日
記
」
記
載
、
寛
正
五
年
＝



200

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

の
そ
れ
で
は
な
く
）
＝
白
河
院
女
一
宮
・
郁
芳
門
院
媞
子
内
親
王
」
と
い
う
人
物
設

定
を
は
じ
め
て
解
明
し
た
の
は
沢
井
耐
三
氏
の
論
文
だ
っ
た
（『
愛
知
大
学
国
文
学
」

第
三
二
号
所
収
「
謡
曲
『
樒
天
狗
』
の
原
話
〜
も
う
一
人
の
六
条
御
息
所
・
郁
芳
門

院
」）。
こ
の
沢
井
氏
に
よ
る
発
見
、
す
な
わ
ち
主
人
公
の
素
姓
を
ハ
ッ
キ
リ
示
す
た

め
、
ほ
と
ん
ど
新
作
の
文
句
を
書
い
た
。
長
大
に
わ
た
る
の
を
避
け
、
こ
の
間
狂
言

で
眞
濟
の
逸
話
に
つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
少
し

残
念
で
は
あ
っ
た
。
今
後
再
演
の
機
会
が
あ
れ
ば
加
筆
し
た
い
と
思
う
。

　

以
下
、
当
日
の
舞
台
展
開
を
略
記
す
る
。
な
お
、
詞
章
は
原
則
と
し
て
「
能
劇
の

座
」
版
に
基
づ
き
（
諸
伝
本
間
に
特
に
際
立
つ
異
文
は
な
い
）、
随
所
改
訂
し
た
。

　

前
場
は
《
次
第
》
の
囃
子
で
ワ
キ
・
熊
野
の
山
伏
が
出
る
。
続
い
て
《
一
聲
》
の

囃
子
で
雪
笠
に
腰
巻
・
壺
折
、
杖
を
突
き
手
籠
を
持
っ
た
花
摘
み
の
前
シ
テ
・
里
女

が
出
る
。
面
は
小
面
。
位
取
り
も
含
め
て
〈
葛
城　

大
和
舞
〉
の
雰
囲
気
。
ち
な
み

に
古
語
で
「
花
摘
み
」
と
は
「
樒
摘
み
」
と
い
う
意
味
（
そ
も
そ
も
雪
中
に
花
は
咲

か
な
い
）。
色
な
き
厳
寒
の
白
銀
世
界
を
想
起
し
た
い
。

　

古
本
で
は
中
入
前
に
た
だ
「
わ
れ
は
六
条
御
息
所
な
る
が
」
と
の
み
名
の
り
、
そ

れ
が
長
ら
く
「
シ
テ
の
正
体
＝
『
源
氏
物
語
』
の
女
君
」
と
誤
解
さ
れ
る
原
因
と
な

っ
た
（
も
っ
と
も
、
同
一
人
物
で
は
な
い
に
せ
よ
、
あ
え
て
シ
テ
の
実
名
を
示
さ
ず

に
『
源
氏
物
語
』
の
イ
メ
ー
ジ
を
漂
わ
せ
、
妄
執
に
悩
む
孤
高
の
王
朝
物
語
の
貴
婦

人
像
を
間
接
的
に
援
用
し
よ
う
と
し
た
作
意
は
、
そ
れ
が
成
功
し
て
い
る
か
ど
う
か

は
別
と
し
て
、
認
め
ら
れ
る
と
思
う
）。
今
回
は
補
筆
し
て
、
前
シ
テ
に
ハ
ッ
キ
リ

「
わ
れ
こ
そ
郁
芳
門
院
媞
子
内
親
王
」
と
告
白
さ
せ
た
。
ち
な
み
に
、「
六
条
御
息

所
」
の
名
称
は
古
本
ど
お
り
中
入
の
地
謡
﹇
上
歌
﹈
に
あ
り
（
今
回
は
「
六
条
の
御

息
所
と
『
も
』
言
は
れ
し
が
」
と
「
も
」
一
字
を
補
入
）、
媞
子
が
白
河
院
女
一
宮

　

さ
ら
に
、
こ
れ
と
別
の
伝
説
が
あ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
「
染
殿
后
爲

天
宮
被
嬈
亂
語
第
七
」
に
名
高
く
、
慈
尊
院
栄
海
の
『
真
言
伝
』
に
も
三
善
清
行
の

逸
書
『
善
家
秘
記
』
か
ら
類
話
を
引
く
。
死
し
て
紺こ

ん

青じ
ょ

鬼う
き

と
な
っ
て
貴
婦
人
と
交
わ

る
淫
慾
を
遂
げ
た
（
柿
本
紀
僧
正
眞
濟
と
は
無
縁
の
）「
金
剛
山
の
某
聖
人
」
の
、

凄
惨
な
救
い
の
な
い
逸
話
で
あ
る
。

　

こ
の
別
々
二
つ
の
「
天
狗
」
伝
説
、
さ
ら
に
「
柿
本
紀
僧
正
眞
濟
」
と
「
金
剛
山

の
某
聖
人
」
は
、
興
味
本
位
の
末
に
か
、
い
つ
し
か
混
同
さ
れ
た
。
狂
言
〈
枕
物

狂
〉
に
「
又
か
き
の
も
と
の
き
そ
う
じ
や
う
は
、
そ
め
ど
の
ゞ
き
さ
き
を
こ
ひ
か
ね

て
、
か
も
の
み
た
ら
し
川
に
身
を
な
げ
、
あ
を
き
お
に
と
な
つ
て
そ
の
ほ
ん
ま
う
を

と
げ
ら
る
ゝ
」（『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
』）
と
言
及
さ
れ
、
一
曲
の
テ
ー
マ
を
な
し

て
い
る
の
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
才
色
抜
群
の
至
高
の
皇
女
が
天
狗
に
魅

入
ら
れ
、
理
不
尽
な
呵
責
に
苦
し
み
続
け
る
」
不
条
理
と
も
何
と
も
言
い
が
た
い
陰

鬱
な
こ
の
能
の
劇
設
定
の
背
景
に
は
、
説
話
史
に
お
け
る
「
眞
濟
＝
愛
宕
山
に
住
む

太
郎
坊
天
狗
」
の
複
雑
な
性
格
が
潜
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
能
の
表
現
と
し
て
の
露
悪
主
義
は
厳
禁
と
し
て
も
、
一
曲
の
テ

ー
マ
た
る
「
天
狗
と
そ
れ
に
魅
入
ら
れ
た
女
人
の
救
い
の
な
い
業
」
を
正
面
か
ら
描

き
出
す
た
め
、
狂
言
方
の
演
技
か
ら
必
然
的
に
生
ず
る
軽
さ
と
滑
稽
さ
は
避
け
た
か

っ
た
。
こ
れ
が
私
の
演
出
プ
ラ
ン
の
第
一
で
あ
る
。

　

第
二
。
後
場
で
熱
鉄
の
苦
を
受
け
た
郁
芳
門
院
が
黒
焦
げ
と
な
る
が
、
天
狗
が
撫

で
る
と
瞬
時
に
甦
っ
て
永
遠
に
そ
の
反
復
に
悩
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
そ
の
さ
ま

を
演
技
と
型
に
よ
っ
て
視
覚
的
に
具
現
化
し
た
か
っ
た
（「
能
劇
の
座
」
上
演
版
で

は
試
み
ら
れ
て
い
な
い
）。
こ
れ
は
後
述
の
と
お
り
〈
葵
上
〉
の
応
用
に
よ
っ
て
所

期
の
成
果
を
挙
げ
得
た
か
と
思
う
。

　

第
三
。
間
狂
言
・
木
の
葉
天
狗
の
﹇
立
ち
シ
ャ
ベ
リ
﹈
の
改
訂
。「
能
劇
の
座
」

復
曲
時
に
大
き
な
力
と
な
り
、「
こ
の
能
の
〝
六
条
御
息
所
〞（
と
は
『
源
氏
物
語
』
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復
曲
能
〈
樒
天
狗
〉
の
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

の
心
。
大
天
狗
が
床
几
を
立
ち
、
御
息
所
に
立
ち
寄
っ
て
打
杖
で
打
ち
な
が
ら
徹
底

し
て
残
酷
な
責
め
を
尽
く
す
態
。
大
天
狗
と
小
天
狗
の
三
人
は
御
息
所
を
あ
ざ
笑
い

な
が
ら
幕
に
入
る
。

　

一
人
残
っ
た
六
条
御
息
所
。
地
謡
の
作
曲
も
今
回
は
変
え
て
、
観
世
流
〈
俊
成
忠

度
〉
キ
リ
の
よ
う
に
末
尾
「
あ
り
つ
る
愛
宕
の
樒
が
原
に
」
か
ら
弱
吟
で
余
情
を
効

か
せ
る
。
ジ
ッ
ク
リ
と
返
シ
を
謡
い
「
夢
ま
ぼ
ろ
し
と
な
り
に
け
り
。
夢
ま
ぼ
ろ
し

と
ぞ
な
り
に
け
る
」
で
痩
女
、
白
地
摺
箔
に
緋
大
口
モ
ギ
ド
ウ
の
御
息
所
は
一
ノ
松

で
枕
扇
、
下
に
居
て
ト
メ
た
。

　

全
曲
で
七
〇
分
程
度
。
こ
な
れ
れ
ば
も
っ
と
短
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

は
じ
め
に
述
べ
た
と
お
り
決
し
て
心
地
よ
い
テ
ー
マ
で
は
な
い
。
教
養
と
美
貌
を

誇
る
「
六
条
御
息
所
」
の
ち
ょ
っ
と
し
た
驕
慢
が
も
と
に
な
っ
た
悲
劇
で
あ
る
と
は

い
え
、
御
息
所
に
罰
を
与
え
る
の
は
善
の
立
場
に
立
つ
神
仏
で
は
な
く
、
邪
悪
な
天

狗
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
能
は
絶
望
の
う
ち
に
終
わ
り
、
そ
れ
が
永
劫
に
反
復
さ

れ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
虚
無
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
世
阿
弥
も
禅
竹
も
、
こ
う
し
た
作

品
は
一
切
、
制
作
し
て
い
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
〈
樒
天
狗
〉
に
価
値
が
あ
る
と
す
れ
ば
、「
残
虐
か
つ
不
条

理
な
救
い
の
な
さ
」
に
人
の
世
の
運
命
を
観
じ
、
肯
定
し
た
く
な
い
人
間
の
「
業ご

う

」

を
見
つ
め
る
、
一
種
の
哲
理
に
あ
る
だ
ろ
う
。

　

演
技
・
演
出
に
濃
密
な
処
理
が
続
い
た
の
で
、
大
槻
氏
を
は
じ
め
出
演
者
各
位
に

は
相
当
な
ご
厄
介
を
お
掛
け
し
恐
縮
の
至
り
だ
っ
た
。
特
異
性
か
え
っ
て
劇
的
真
実

に
も
通
ず
る
こ
の
能
の
面
白
さ
が
少
し
で
も
見
所
に
通
ず
れ
ば
演
出
担
当
者
と
し
て

ま
こ
と
に
嬉
し
く
思
う
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
一
度
限
り
の
上
演
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
ま
た
折
を
得
て
、

改
訂
・
再
演
の
機
会
が
得
ら
れ
た
ら
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

だ
と
い
う
こ
と
は
間
狂
言
の
﹇
立
ち
シ
ャ
ベ
リ
﹈
に
書
き
加
え
た
。
ち
な
み
に
、
原

作
の
﹇
上
歌
﹈
後
半
「
夕
日
か
げ
ろ
ふ
」
以
下
を
「
能
劇
の
座
」
で
は
別
に
分
け
て

﹇
下
歌
﹈
に
仕
立
て
直
し
音
調
も
変
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
無
理
が
あ
る
。
今
回

は
古
本
ど
お
り
通
し
て
ス
ラ
ス
ラ
謡
う
﹇
上
歌
﹈
に
復
し
た
。

　

前
シ
テ
は
《
来
序
》
で
中
入
。
続
い
て
小
天
狗
出
立
の
間
狂
言
・
木
の
葉
天
狗
が

出
、
既
述
の
内
容
で
﹇
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
﹈
を
し
、
帰
る
。
後
見
が
車
の
作
リ
物

（〈
熊
野
〉
と
同
様
の
紅
入
）
を
舞
台
中
央
に
出
す
。

　

太
鼓
打
ち
出
し
て
《
下
ガ
リ
端
》。
一
段
取
っ
て
幕
上
げ
、
後
シ
テ
・
大
天
狗
が

出
て
幕
離
れ
、
幕
内
に
向
い
て
二
つ
大
き
く
両
ユ
ウ
ケ
ン
す
る
と
、
ツ
レ
・
小
天
狗

甲
、
後
シ
テ
・
御
息
所
、
ツ
レ
・
小
天
狗
乙
、
の
順
で
舞
台
に
出
、
御
息
所
は
車
の

中
央
に
立
ち
小
天
狗
が
左
右
を
挟
み
、
大
天
狗
が
常
座
で
床
几
に
掛
か
る
。﹇
渡
リ

拍
子
﹈
の
地
謡
ト
メ
で
軛く

び
きを
踏
み
越
え
車
の
前
か
ら
出
た
御
息
所
が
正
先
に
佇
立
す

る
と
囃
子
を
い
っ
た
ん
打
ち
止
め
る
（
作
リ
物
も
引
く
）。
大
天
狗
と
御
息
所
の
問

答
の
末
、
苦
患
の
場
と
な
る
と
、
小
天
狗
二
人
が
詰
め
寄
っ
て
熱
鉄
を
強
い
る
演
技
。

御
息
所
は
交
差
し
た
手
を
胸
に
当
て
下
に
居
て
耐
え
忍
ぶ
態
。
続
い
て
大
天
狗
が
立

ち
上
が
り
、「
は
や
飲
め
と
こ
そ
」
と
謡
う
と
改
め
て
囃
子
打
ち
出
し
（「
こ
そ
」
に

太
鼓
カ
シ
ラ
）、
二
段
の
《
立
廻
リ
》。
こ
れ
は
狂
言
の
十
王
物
に
定
番
の
《
責
メ
》

を
能
に
移
入
し
た
も
の
で
、
ト
メ
に
は
再
び
大
天
狗
が
「
は
や
飲
め
と
こ
そ
」
と
謡

い
込
む
。
御
息
所
は
両
袖
に
手
を
入
れ
〈
葵
上
〉
と
同
じ
手
順
で
唐
織
（
燠
火
を
連

想
さ
せ
る
黒
紅
色
）
を
引
き
か
づ
き
舞
台
中
央
に
安
坐
、「
か
た
ち
も
今
は
消
え
消

え
と
炭
竈
の
燠
火
と
な
り
給
ふ
」
さ
ま
を
示
し
た
。

　

続
い
て
小
天
狗
が
御
息
所
を
囲
む
と
こ
ろ
で
は
終
息
感
を
思
わ
せ
る
《
打
切
》
で

は
な
く
テ
ン
ポ
軽
快
に
つ
な
ぐ
《
今こ

ん

合ご
う

返が
え
し》
を
用
い
た
。
よ
っ
て
謡
い
返
し
は
「
小

天
狗
立
ち
寄
り
て
。（《
今
合
返
》
二
ク
サ
リ
）
立
ち
寄
り
て
」
と
な
る
。
小
天
狗
に

よ
っ
て
唐
織
を
剝
が
れ
た
御
息
所
は
モ
ギ
ド
ウ
の
ま
ま
呆
然
と
上
体
を
起
こ
し
蘇
生



202

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

き
換
え
、
全
体
の
演
出
は
ま
っ
た
く
の
新
案
で
あ
る
。

2　

こ
の
能
の
見
ど
こ
ろ
は
、
天
狗
物
の
能
に
共
通
し
潜
在
す
る
暴
力
性
に
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
シ
テ
に
当
た
る
愛
宕
山
太
郎
坊
天
狗
の
前
生
は
淫
蕩
な
説
話
に

彩
ら
れ
狂
言
〈
枕
物
狂
〉
に
引
か
れ
る
柿
本
紀
僧
正
眞
濟
で
あ
り
、
そ
の
太
郎
坊

天
狗
が
高
貴
な
る
美
女
を
苦
悶
さ
せ
る
被
虐
性
・
嗜
虐
性
が
作
意
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
だ
け
に
、
露
悪
的
に
野
卑
な
表
現
に
な
ら
ぬ
よ
う
注
意
を
要
す
る
。

3　

前
場
に
言
う
「
花
摘
み
」
と
は
、〈
大
原
御
幸
〉
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
も
そ
も
の
語
義
と
し
て
「
草
花
を
摘
む
」
の
で
は
な
く
「
樒
を
手
折
る
」
行
為

で
あ
る
（
花
＝
樒
の
枝
）。
し
た
が
っ
て
、
花
籠
に
色
花
を
盛
る
誤
解
は
な
き
よ

う
に
あ
り
た
い
。

※　

元
来
、
雪
椿
な
ど
少
数
の
例
外
を
除
き
雪
中
に
花
は
咲
か
な
い
。
前
場

﹇
上
歌
﹈
に
言
う
「
末
摘
花
」
は
夕
日
の
色
調
の
比
喩
、
同
じ
く
「
春
も
ま
た

來
な
ば
」
は
来
た
る
べ
き
春
の
仮
定
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
当
季
は
花
や
若

菜
は
影
も
形
も
な
い
、
一
面
が
白
雪
の
荒
涼
た
る
厳
寒
で
あ
る
。

4　

今
回
は
「
能
劇
の
座
」
版
と
異
な
り
、
前
後
場
の
六
条
御
息
所
、
後
場
の
大
天

狗
、
と
も
に
シ
テ
（
両
シ
テ
）
と
し
た
。

5　
「
能
劇
の
座
」
版
で
は
間
狂
言
二
人
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
小
天
狗
を
、
今
回

は
ツ
レ
二
人
の
役
と
し
た
。
狂
言
方
が
絡
む
こ
と
に
よ
っ
て
舞
台
に
滑
稽
感
が
生

じ
、
六
条
御
息
所
の
役
柄
が
軽
薄
に
見
え
る
弊
を
避
け
る
た
め
と
、
シ
テ
方
の
演

技
で
御
息
所
を
責
め
た
ほ
う
が
重
み
と
陰
惨
さ
が
増
す
た
め
で
あ
る
。

6　

詞
章
中
の
用
字
は
す
べ
て
正
字
・
正
仮
名
に
よ
っ
た
が
、
読
み
が
な
は
新
か
な

づ
か
い
で
示
し
た
。

7　

ル
ビ
を
付
し
た
う
ち
、「
つ
」
音
に
つ
い
て
は
、
促
音
の
場
合
は
カ
タ
カ
ナ
小

字
「
ッ
」、
い
わ
ゆ
る
「
呑
む
音
」
の
場
合
は
漢
字
一
字
「
含
」
で
示
し
た
。

　
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
二
時
開
演

第
五
四
六
回
大
槻
能
楽
堂
自
主
公
演
「
日
本
探
訪
〜
日
本
の
歩
ん
だ
道
・
日
本

人
の
想
い
」

復
曲
能
〈
樒
天
狗
〉

後
シ
テ
（
大
天
狗
）　

大
槻
文
藏

前
シ
テ
（
里
女
）
／
後
シ
テ
（
六
条
御
息
所
）　

多
久
島
利
之

後
ツ
レ
（
小
天
狗
）　

山
本
博
通
・
梅
若
猶
義

ワ
キ
（
熊
野
の
山
伏
）　

福
王
知
登

ア
イ
（
木
の
葉
天
狗
）　

丸
石
や
す
し

笛
・
左
鴻
雅
義
／
小
鼓
・
久
田
舜
一
郎
／
大
鼓
・
守
家
由
訓
／
太
鼓
・
三
島
元
太

郎地
謡　

赤
松
禎
英
（
地
頭
）・
上
田
拓
司
・
寺
澤
幸
祐
・
武
富
康
之
・
長
山
桂

三
・
水
田
雄
昭
・
山
田
薫
・
赤
松
裕
一

後
見　

上
野
雄
三
・
山
本
正
人
・
生
一
知
哉

演
出
・
再
構
成　

村
上
湛

※
当
日
は
上
演
に
先
立
ち
「
魔
道
と
は
何
か
？

人
間
の
驕
り
と
弱
み
、 
実
在

の
御
息
所
に
み
る
」
と
題
す
る
講
演
を
村
上
自
身
が
担
当
し
た
。

 【
留
意
点
】

1　

こ
の
上
演
本
は
基
本
的
に
平
成
六
年
「
能
劇
の
座
」
公
演
上
演
版
に
拠
る
が
、

詞
章
等
、
細
部
に
変
更
を
加
え
た
。
間
狂
言
﹇
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
﹈
は
全
面
的
に
書
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復
曲
能
〈
樒
天
狗
〉
の
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

［
次
第
］

ワ
キ　

樒し
き
みが

原は
ら

の
道み
ち

分わ

け
て
。
樒し
き
みが

原は
ら

の
道み
ち

分わ

け
て
愛あ
た

宕ご

の
山や
ま

に
參ま
い

ら
ん
。

［
名
ノ
リ
］

ワ
キ　

こ
れ
は
本ほ

ん

山ざ
ん

三み

熊く
ま

野の

の
山や
ま

伏ぶ
し

に
て
候そ
う
ろ。
わ
れ
い
ま
だ
愛あ
た

宕ご

山や
ま

樒し
き
みが
原は
ら

に
分わ

け

入い

ら
ず
候
そ
お
ろ

ふお

ほ
ど
に
。
た
ゞ
今い
ま

思お
も

ひい

立た

ち
て
候そ
お
ろ。

［
上
歌
］

ワ
キ　

西に
し

山や
ま

や
嵯さ

峨が

野の

の
嵐
あ
ら
し

音お
と

寒さ
む

き
。《
打
切
》
嵯さ

峨が

野の

の
嵐
あ
ら
し

音お
と

寒さ
む

き
。
雲く
も

を
重か
さ

ね

て
小お

倉ぐ
ら

山や
ま

清き
よ

瀧た
き

川が
わ

を
過す

ぎ
行ゆ

け
ば
。《
打
切
》
そ
の
名な

も
高た
か

き
愛あ
た

宕ご

山や
ま

。
樒し
き
みが

原は
ら

に
。

着つ

き
に
け
り
樒し
き
みが

原は
ら

に
着つ

き
に
け
り
。

［
着
キ
ゼ
リ
フ
］

ワ
キ　

あ
ら
笑し

よ

止お
し

や
。
俄に
わ

か
に
雪ゆ
き

降ふ

り
來き

た
り
て
候そ
お
ろ。
し
ば
ら
く
こ
れ
な
る
木こ

蔭か
げ

に

立た

ち
寄よ

り
。
雪ゆ
き

を
晴は

ら
さ
ば
や
と
存ぞ
ん

じ
候そ
お
ろ。

《
一
聲
》

［
一
セ
イ
］

【
右
手
に
杖
突
き
左
手
に
籠
を
提
げ
た
前
シ
テ
は
〈
葛
城　

大
和
舞
〉
の
格
調
を
想

定
。
一
ノ
松
で
［
一
セ
イ
］
を
謡
う
】

シ
テ　

愛あ
た

宕ご

山や
ま

。
樒し
き
みが

原は
ら

の
雪ゆ
き

の
う
ち
に
。
花は
な

摘つ

み
添そ

ふお

る
。
袂た
も
とか

な
。

［
サ
シ
］

【「
幾
生
の
善
を
喜
ば
ん
」
で
正
面
に
一
足
ツ
メ
ル
】

シ
テ　

寒か
ん

林り
ん

に
骨ほ
ね

を
摧く
だ

き
。
靈れ
い

鬼き

泣な

く
泣な

く
前ぜ
ん

生じ
よ
おの

業ご
う

を
憾う
ら

む
。
塵じ
ん

野に
ゃ

に
花は
な

を
供く
う

ず

る
天て

ん

人に
ん

。
返か
え

す
返が
え

す
も
幾き
し

生よ
お

の
善ぜ
ん

をの

喜よ
ろ
こば

ん
。

﹇
□
﹈

シ
テ　

い
つ
も
の
如ご

と

く
山や
ま

に
入い

り
。
樒し
き
みを
手た

折お

ら
ば
や
と
思お
も

ひい

候そ
う
ろ。

【「
い
つ
も
の
如
く
」
で
一
足
引
き
、「
手
折
ら
ば
や
と
思
ひ
候
」
と
言
い
終
え
て
か

ら
ア
ユ
ミ
、「
男
女
の
上
下
に
よ
る
べ
き
か
」
あ
た
り
で
常
座
に
立
ち
、
ワ
キ
を
向

扮
装
と
装
置

◆
シ
テ
（
後
場
・
大
天
狗
）
／
大
惡
尉
の
類
。
白
頭
。
白
大
兜
巾
。
無
紅
厚
板
。
白

地
袷
狩
衣
。
半
切
（
白
地
が
よ
し
）。
鈴
掛
。
掛
絡
。
羽
團
扇
。
無
紅
打
杖
。
カ
セ

杖
（
紺
緞
で
巻
く
）。

◆
前
シ
テ
（
里
女
じ
つ
は
郁
芳
門
院
六
條
御
息
所
の
霊
）
／
増
ま
た
は
若
女
・
小
面
。

十
寸
髪
に
も
。
鬘
。
摺
箔
。
紅
入
腰
巻
。
白
綾
ま
た
は
縫
箔
壺
折
。
雪
笠
。
杖
。
手

籠
（
青
葉
入
）。
紅
入
鬘
扇
（
懐
中
）。

◆
後
シ
テ
（
六
條
御
息
所
の
霊
）
／
泥
眼
ま
た
は
霊
女
・
痩
女
。
十
寸
髪
に
も
。
鬘
。

白
地
摺
箔
。
緋
大
口
（
浅
黄
・
鬱
金
に
も
）。
黒
紅
地
唐
織
（
白
地
縫
箔
・
白
地
摺

箔
・
白
綾
に
も
）
壺
折
。
無
紅
鬘
扇
。

◆
後
ツ
レ
（
小
天
狗
・
二
人
）
／
大
ベ
シ
ミ
。
赤
頭
。
黒
大
兜
巾
。
厚
板
。
袷
狩
衣
。

半
切
。
羽
團
扇
。

◆
ワ
キ
（
三
熊
野
の
山
伏
）
／
山
伏
出
立
。

◆
ア
イ
（
木
の
葉
天
狗
）
／
小
天
狗
出
立
。

作
リ
物

◆
車
（
破
レ
車
に
は
せ
ず
常
の
車
。
装
束
付
け
に
も
よ
る
が
、
常
の
紅
緞
、
ま
た
は

変
え
て
紺
緞
で
巻
い
て
も
、
ど
ち
ら
で
も
良
い
。
か
え
っ
て
紅
緞
の
ほ
う
が
効
果
的

か
）

詞
章
と
演
出

　
【
ワ
キ
の
出
か
ら
脇
座
に
居
着
く
ま
で
、
す
べ
て
山
伏
ワ
キ
の
定
型
に
準
ず
る
。

位
取
り
は
〈
葛
城
〉
を
想
定
】

《
次
第
》
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余
計
な
思
い
入
れ
を
せ
ず
サ
ラ
サ
ラ
と
謡
う
。

［
上
歌
］

【
初
句
「
言
は
じ
や
聞
か
じ
白
雪
の
」
ア
ト
の
《
打
切
》
を
聴
い
て
正
面
へ
六
足
ほ

ど
出
、「
白
妙
の
」
で
改
め
て
正
面
に
一
足
ツ
メ
つ
つ
右
袖
を
見
て
左
に
軽
く
杖
を

突
き
、「
花
を
」
で
正
面
に
ツ
メ
「
摘
ま
う
よ
」
で
ヒ
ラ
ク
。
左
に
ト
リ
「
夕
日
」

で
脇
正
面
へ
出
つ
つ
幕
の
方
を
向
き
遠
望
の
心
で
ジ
ッ
と
立
ち
、「
春
も
」
で
気
を

変
え
て
右
に
ト
リ
正
中
へ
行
き
、
地
謡
ト
メ
で
ワ
キ
に
向
い
た
ま
ま
下
居
、
杖
と
籠

を
置
き
笠
を
脱
ぎ
、
懐
中
の
扇
を
取
り
出
し
て
持
つ
】

地
謠　

何な
に

ご
と
も
。
言い

はわ

じ
や
聞き

か
じ
白し
ら

雪ゆ
き

の
。《
打
切
》
言い

はわ

じ
や
聞き

か
じ
白し
ら

雪ゆ
き

の
。
道み
ち

行ゆ
き

ぶ
り
の
薄う
す

衣ご
ろ
も。

白し
ろ

妙た
え

の
袖そ
で

な
れ
や
樒し
き
みが

原は
ら

に
降ふ

る
雪ゆ
き

の
。
花は
な

を
い
ざ
や
摘つ

まも

うお

よ
。
夕い
う

日ひ

か
げ
ろ
ふお

紅く
れ
な
いの

。
末す
え

摘つ
む

花は
な

は
こ
れ
か
や
。
春は
る

も
ま
た
來き

な
ば
都み
や
こに

は
。
野の

邊べ

の
若わ
か

菜な

摘つ

む
べ
し
や
。
野の

邊べ

の
若わ
か

菜な

摘つ

む
べ
し
。

※
次
の
［
問
答
］
の
う
ち
ワ
キ
「
た
ゞ
一
人
」
は
「
た
だ
イ
チ
ニ
ン
」
で
は
な

く
「
た
だ
ヒ
ト
リ
」
と
読
む
こ
と
に
す
る
（
語
感
の
寂
し
さ
を
意
図
）。
シ
テ

「
今
は
何
を
か
包
む
べ
き
」
の
あ
と
、「
能
劇
の
座
」
版
は
「
我
は
白
河
院
の
息

女
。
六
条
の
御
息
所
な
る
が
」
だ
が
、
今
回
は
「
わ
れ
こ
そ
郁
芳
門
院
媞
子
内

親
王
」
と
改
め
た
（
皇
女
を
「
息
女
」
と
称
す
る
の
は
違
和
）。
院
号
と
実
名

を
出
し
、
能
〈
定
家
〉
の
趣
を
漂
わ
す
意
図
も
あ
る
。

［
問
答
］

【
後
見
は
花
籠
・
笠
・
杖
を
引
き
、
そ
の
あ
と
シ
テ
は
下
居
の
ま
ま
正
面
に
向
く
】

ワ
キ　

不ふ

思し

議ぎ

や
な
夜よ

に
入い

り
て
。
な
ほお

こ
の
山さ
ん

中ち
う

に
た
ゞ
一ひ
と
り人

。
花は
な

摘つ

み
給た
も

ふお

は

な
ど
や
ら
ん
。
い
か
さ
ま
化
生
の
人
な
る
べ
し
。
御お

ん

名な

を
名な

の
り
給た
も

ふお

べ
し
。

【
シ
テ
は
「
今
は
何
を
か
」
と
言
い
つ
つ
下
居
の
ま
ま
ワ
キ
に
向
く
。
そ
の
ま
ま
暫

く
不
動
、「
二
つ
の
心
の
」
で
フ
シ
に
な
っ
て
か
ら
少
し
ク
モ
リ
つ
つ
正
面
に
向
く
】

シ
テ　

今い
ま

はわ

何な
に

を
か
包つ
つ

む
べ
き
。
わ
れ
こ
そ
郁い
く

芳ほ
お

門も
ん

院い
ん

媞て
い

子し

内な
い

親し
ん

王の
お

。
わ
れ
一い
つ

天て
ん

の

く
】

［
問
答
］

ワ
キ　

あ
ら
不ふ

思し

議ぎ

や
。
わ
れ
ら
如ご
と

き
の
行ぎ
よ

人お
に
んだ
に
も
。
も
の
す
さ
ま
し
き
愛あ
た

宕ご

山や
ま

に
。
し
か
も
女に
よ

性し
よ
おの
御お
ん

身み

と
し
て
。
花は
な

摘つ

み
給た
も

ふお

は
不ふ

審し
ん

な
り
。

シ
テ　

そ
れ
後の

ち

の
世よ

を
歎な
げ

く
志
こ
こ
ろ
ざ
し。

男な
ん

女に
よ

上し
よ

下お
か

に
よ
る
べ
き
か
。
佛ほ
と
けの

爲た
め

の
花は
な

な
れ

ば
。
山や

ま

に
入い

り
樒し
き
みを

手た

折お

る
事こ
と

。
何な
に

の
不ふ

審し
ん

に
候
そ
お
ろ

ふお

べ
き
。

【「
い
や
」
で
シ
テ
は
正
面
を
向
く
】

ワ
キ　

い
や
樒し

き
みを
手た

折お

り
給た
も

ふお

に
不ふ

審し
ん

はな

な
け
れ
ど
も
。
そ
の
さ
ま
女に
よ

御お
ご

更こ
お

衣い

と
も

申も
お

す
べ
き
氣け

高た
か

き
女に
よ

性し
よ
おの
。
御お
ん

供と
も

の
人ひ
と

を
も
伴
と
も
な

ひい

給た
ま

はわ

で
。
こ
の
山さ
ん

中ち
う

に
た
ゞ
一い
ち

人に
ん

ま
し
ま
す
は
。
思お
も

ひい

寄よ

ら
ざ
る
御お
ん

事こ
と

な
り
。

【「
恥
づ
か
し
や
」
で
シ
テ
は
ワ
キ
に
向
き
、「
こ
れ
に
つ
き
て
も
」
で
正
面
に
直
し
、

「
人
は
愛
宕
の
」
で
ワ
キ
に
向
き
、「
嶺
に
や
住
む
ら
ん
」
で
一
足
ツ
メ
ル
】

シ
テ　

恥は

づ
か
し
や
な
ど
わ
れ
を
貴き

人に
ん

と
お
ぼ
す
ぞ
や
。
こ
れ
に
つ
き
て
も
昔む
か
しの

人ひ
と

は
。
よ
く
も
心こ
こ
ろを
述の

べ
に
け
り
。
な
き
名な

の
み
高た
か

雄お

の
山や
ま

と
言い

ひい

立た

つ
る
。
人ひ
と

は
愛あ
た

宕ご

の
嶺み
ね

に
や
住す

む
ら
ん
。

［
下
歌
］

【「
こ
の
歌
の
如
く
に
」
で
シ
テ
は
正
面
を
向
き
「
人
が
ま
し
く
も
」
か
ら
六
足
へ
出

「
わ
が
た
め
は
」
で
足
で
ヒ
ラ
キ
、「
愛
宕
の
山
伏
よ
」
で
ワ
キ
に
向
き
「
知
ら
ぬ
こ

と
な
の
た
ま
ひ
そ
」
で
一
足
ツ
メ
、《
打
切
》
で
足
戻
し
正
面
に
向
く
】

地
謠　

こ
の
歌う

た

の
如ご
と

く
に
。
人ひ
と

が
ま
し
く
も
言い

ひい

立た

つ
る
人ひ
と

ぞ
な
か
な
か
わ
が
た
め

は
。
愛あ

た

宕ご

の
山や
ま

伏ぶ
し

よ
知し

ら
ぬ
こ
と
な
の
た
ま
ひい

そ
。《
打
切
》

※
「
能
劇
の
座
」
版
で
は
、
次
の
《
上
歌
》
の
う
ち
「
夕
日
か
げ
ら
ふ
」
以
下

を
《
下
歌
》
と
し
て
分
け
た
が
、
必
然
性
に
乏
し
く
不
自
然
な
の
で
、
今
回
は

古
本
ど
お
り
「
野
邊
の
若
菜
摘
む
べ
し
」
ま
で
全
体
を
《
上
歌
》
と
す
る
（
節

付
・
手
付
と
も
に
改
訂
の
必
要
あ
り
）。
地
謡
は
位
重
く
な
り
過
ぎ
ぬ
よ
う
、
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復
曲
能
〈
樒
天
狗
〉
の
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

［
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
］
あ
り
（「
御
鍾
愛
＝
ゴ
シ
ョ
オ
ア
イ
」
と
「
御
寵
愛
＝
ゴ
チ
ョ
オ

ア
イ
」
と
は
語
義
も
発
音
も
異
な
る
の
で
注
意
）。
停
滞
な
く
速
め
に
サ
ラ
サ
ラ
と

語
る
】

［
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
］

ア
イ　

か
やよ

うお

に
候
そ
お
ろ

ふお

者も
の

は
。
愛あ
た

宕ご

山や
ま

樒し
き
みが
原は
ら

に
住す

ま
ひい

す
る
木こ

の
葉は

天て
ん

狗ぐ

に
て
候
そ
う
ろ

。

た
ゞ
今い

ま

こ
れ
へえ

罷ま
か

り
出い

づ
る
こ
と
餘よ

の
儀ぎ

に
あ
ら
ず
。
人に
ん

皇の
お

七し
ち

十じ
う

二に

代だ
い

。
白し
ら

河か
わ

の
院い
ん

の
女
お
ん
な

一い
ち
の

宮み
や

。
郁い
く

芳ほ
お

門も
ん

院い
ん

媞て
い

子し

内な
い

親し
ん

王の
お

と
申も
お

し
ゝ
御お
ん

方か
た

。
父
ち
ち
み

帝か
ど

母は
わ

后き
さ
きの
御ご
し

鍾よ
お

愛あ
い

な
の

め
な
ら
ず
。
は
じ
め
は
伊い

勢せ

の
齋
い
つ
き

宮の
み
やに

そ
はわ

り
給た
ま

ひい

し
を
。
七し
ち

十じ
う

三さ
ん

代だ
い

堀ほ
り

河か
わ

の
院い
ん

御ご

在ざ
い

位い

の
御お
ん

時と
き

。
御お
ん

姉あ
ね

宮み
や

な
れ
ば
と
て
。
忝
か
た
じ
け
なく

も
中ち
う

宮ぐ
う

の
御み

位く
ら
いに

進す
す

ま
せ
給た
も

ふお

。
す

な
はわ

ち
國こ
く

母も

と
仰あ
お

ぎ
。
御み

息や
す

所ど
こ
ろと
申も
お

し
奉
た
て
ま
つり
。
都
み
や
こ

六ろ
く

條じ
よ
お

西に
し

洞の
と

院お
い
んを
宮み
や

處ど
こ
ろと
定さ
だ

め
。

奏か
な

で
つ
舞も

うお

つ
管か

絃げ
ん

の
も
て
あ
そ
び
絶た

え
せ
ず
。
こ
と
に
は
田で
ん

樂が
く

を
ば
好こ
の

ま
せ
給た
ま

ひい

た
る
げ
に
候そ
う
ろ。
容よ
お

顏が
ん

美び

麗れ
い

。
美び

人じ
ん

の
譽ほ
ま

れ
も
つッ

ぱ
ら
に
し
て
。
道ど
お

心し
ん

堅け
ん

固こ

、
持じ
き

經よ
お

第だ
い

一い
ち

。
法ほ
ッ

華け

の
八は
ち

軸じ
く

を
片へ
ん

時し

も
放は
な

ち
給た
ま

はわ

ざ
り
し
か
ど
も
。
あ
る
と
き
看か
ん

經き
ん

に
御お
ん

暇に
と
まあ

り
け
る
折お

り

節ふ
し

。
傍か
た
わら

な
る
御み
か

鏡が
み

に
わ
が
御お
ん

か
た
ち
の
御お
ん

映ぬ
つ

り
た
り
し
を
。
つ
く
づ
く

と
ご
覧ら

ん

じ
お
はわ

し
ま
し
。
御み

息や
す

所ど
こ
ろひ

そ
か
に
お
ぼ
し
め
さ
る
ゝ
やよ

うお

。
げ
に
げ
に
み

づ
か
ら
ほ
ど
の
美び

女じ
ょ

。
か
ほ
ど
の
清
し
ょ
お

淨じ
ょ
お

法ほ
ッ

身し
ん

はな

ま
た
と
も
あ
る
ま
じ
い
な
ん
ど
と
。

何な
に

心ご
こ
ろも

な
く
驕き
よ

慢お
ま
んの

態て
い

に
お
ぼ
え
さ
せ
給た
も

ふお

と
こ
ろ
に
。
な
ん
ばぼ

うお

不ふ

思し

議ぎ

な
る
御お
ん

事こ
と

に
て
候
そ
お
ら

ひい

つ
る
ぞ
。
玉た
ま

の
机つ
く
えに

う
ち
置お

か
せ
給た
ま

へえ

る
金こ
ん

泥で
い

の
御お
ん

經き
よ
おに

はわ

か
に
消き

え

失う

せ
。
す
な
はわ

ち
病や
も
おの

床と
こ

に
就つ

か
せ
給た
も

ふお

と
そ
の
ま
ゝ
。
嘉か

保ほ
お

三さ
ん

年ね
ん

八は
ち

月が
ち

七な
ぬ

日か

。
御お
ん

年と
し

二に

十じ
う

一い
ッ

歳さ
い

に
て
崩ほ
お

御ぎ
よ

あ
ら
せ
ら
る
。
わ
が
頼た
の

うお

だ
る
大だ
い

天て
ん

狗ぐ

殿ど
の

。
さ
い
つ
こ
ろ
御み

息や
す

所ど
こ
ろの

た
ま
さ
か
慢ま
ん

ぜ
さ
せ
給た
も

ふお

を
憎に
く

し
と
あ
つっ

て
。
御
お
ん
き

經よ
お

をの

奪ば

い
取と

り
御お
ん

命に
の
ちを

縮ち
ぢ

め
奉
た
て
ま
つり

。
御み

息や
す

所ど
こ
ろの

魂こ
ん

魄ぱ
く

た
ち
ま
ち
魔ま

道ど
お

に
引ひ

き
堕お

と
し
。
熱ね
ッ

湯と
お

鐡て
含

丸が
ん

さ
ま
ざ
ま
の

御お
ん

苦く
る

し
み
に
て
候そ
う
ろ。
げ
に
も
げ
に
も
御お
ん

いに

た
は
し
き
御お
ん

こ
と
か
な
。
わ
れ
ら
如ご
と

き
の

存ぞ
ん

ず
る
は
。
い
か
に
慢ま
ん

心じ
ん

あな

れ
ば
と
て
。
月つ
き

に
も
花は
な

に
も
か
ほ
ど
美う
つ

し
き
御お
ん

方か
た

を
。

熱ね
ッ

鐡て
つ

は
無む

用よ
お

に
し
て
。
甘あ
ま

い
に
て
も
參ま
い

ら
せ
。
大だ
い

天て
ん

狗ぐ

殿ど
の

も
少す
こ

し
く
御ご

寵ち
ょ
お

愛あ
い

あな

れ

國こ
く

母も

と
し
て
。
美び

女じ
よ

の
譽ほ
ま

れ
慢ま
ん

心じ
ん

と
な
り
。
ま
た
一
い
ち
じ

乘よ
お

の
妙
み
よ
お

經ぎ
よ
おを
片へ
ん

時し

も
怠お
こ
たる
こ
と

な
け
れ
ば
。
こ
れ
ま
た
か
へえ

つッ

て
慢ま
ん

心じ
ん

と
な
り
。
二ふ
た

つ
の
心こ
こ
ろの

障さ
わ

り
ゆ
ゑ
。
魔ま

道ど
お

に

堕お

ち
て
天て
ん

狗ぐ

に
取と

ら
れ
。
こ
の
愛あ
た

宕ご

山や
ま

を
住す
み

處か

と
せ
り
。

※
次
の
《
上
歌
》
は
古
本
も
「
能
劇
の
座
」
版
も
最
初
か
ら
地
謡
だ
が
、
今
回

は
初
句
の
み
シ
テ
謡
に
改
め
凄
み
を
出
す
効
果
を
狙
っ
た
。
ま
た
、
今
回
は
原

文
「
御
息
所
と
言
は
れ
し
が
」
に
「
も
」
一
字
を
補
っ
て
謡
い
易
く
し
「
御
息

所
と
も
言
は
れ
し
を
」
と
改
め
た
。
な
お
、「
能
劇
の
座
」
版
で
末
尾
「
魔
道

の
苦
患
」
の
反
復
部
分
を
「
御
覧
ぜ
よ
御
覧
ぜ
よ
」
と
続
け
た
が
、
こ
れ
は
い

か
に
も
不
自
然
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
回
は
「
魔
道
の
苦
患
御
覧
ぜ
よ
（
。）

魔
道
の
苦
患
御
覧
ぜ
よ
」
と
変
え
、
節
付
・
手
付
も
改
め
た
。

［
上
歌
］

【
シ
テ
謡
「
す
は
ま
た
時
も
來
た
る
は
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
空
気
を
一
転
さ
せ
る
よ

う
に
凄
み
を
効
か
せ
る
。
以
下
、「
魔
道
の
苦
患
御
覧
ぜ
よ
」
ま
で
地
謡
は
カ
カ
ラ

ず
、
全
体
を
ジ
ッ
ク
リ
と
謡
い
留
め
る
。「
山
の
波
」
で
シ
テ
は
立
ち
、
正
先
ま
で

出
て
「
御
息
所
と
も
言
は
れ
し
が
」
で
ヒ
ラ
キ
、
右
に
ト
リ
、
脇
正
面
か
ら
「
魔
道

の
苦
患
」（
初
句
）
で
ワ
キ
に
向
き
正
中
ま
で
出
、
大
き
く
ヒ
ラ
キ
、「
魔
道
の
苦

患
」
の
返
シ
句
で
右
に
ト
リ
常
座
に
行
き
掛
け
、「
御
覧
ぜ
よ
」
で
左
、
右
、
左
と

足
を
遣
い
、
地
謡
ト
メ
で
静
止
】

シ
テ　

す
はわ

ま
た
時と
き

も
來き

た
る
は
。《
打
切
》

地
謠　

す
はわ

ま
た
時と
き

も
來き

た
る
は
。
雲く
も

の
波な
み

山や
ま

の
波な
み

の
。
立た

ち
來く

る
よ
そ
ほお

ひい

。
愛あ
た

宕ご

の
山や
ま

の
天て
ん

狗ぐ

に
。
取と

ら
れ
て
失う

せ
し
六ろ
く

條じ
よ
おの

。
御み

息や
す

所ど
こ
ろと

も
言い

はわ

れ
し
が
。
身み

はわ

安や
す

か
ら
ぬ
。
魔ま

道ど
お

の
苦く

患げ
ん

御ご

覽ら
ん

ぜ
よ
。
魔ま

道ど
お

の
苦く

患げ
ん

御ご

覽ら
ん

ぜ
よ
。

《
來
序
》

【
シ
テ
は
内
親
王
・
前
斎
宮
・
中
宮
・
女
院
の
位
取
り
充
分
に
《
來
序
》
を
踏
み
中

入
。
続
い
て
《
狂
言
來
序
》
に
転
じ
、
ア
イ
出
て
常
座
に
立
ち
、
定
型
の
と
お
り
に
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

腰
掛
け
る
（
あ
と
で
作
リ
物
を
引
く
の
に
邪
魔
に
な
ら
ぬ
位
置
）。
小
天
狗
サ
シ
分

ケ
】
愛あ

た

宕ご

の
山や
ま

の
太た

郎ろ
お

坊ぼ
お

。
平ひ
ら

野の

の
嶽だ
け

の
次じ

郎ろ
お

坊ぼ
お

。
名な

高た
か

き
比ひ

叡え

の
大お
お

嶽だ
け

。【
小
天

狗
、
正
面
に
向
き
ざ
ま
高
く
胸
ザ
シ
、
ツ
メ
】
横よ

川か
わ

の
杉す
ぎ

叢む
ら

。【
そ
の
ま
ま
下
を
サ

シ
、
ヒ
ラ
ク
】
比ひ

良ら

の
湊み
な
との
流な
が

松れ
ま
つの
。
嵐あ
ら
しも
立た

ち
歸か
え

り
歸か
え

り
て
。【
小
天
狗
、
御
息

所
に
向
く
】
こ
ゝ
は
花は

な

の
都み
や
この

。
六ろ
く

條じ
よ
おの

院い
ん

と
申も
お

す
も
。【
向
か
っ
て
右
の
小
天
狗

は
退
り
地
謡
前
に
立
ち
、
向
か
っ
て
左
の
小
天
狗
は
作
り
物
の
後
ろ
を
回
り
地
謡
前

に
立
ち
、
御
息
所
は
正
面
に
出
て
軛
を
踏
み
越
え
正
先
に
立
つ
と
後
見
が
作
リ
物
を

引
く
。
大
天
狗
は
床
几
の
ま
ま
御
息
所
に
向
く
】
御お

ん

身み

の
故こ
き

郷よ
お

な
る
も
の
を
こ
ゝ
に

車く
る
まを
立た

て
置お

き
て
暫し
ば

し
はわ

休
み
給た
ま

へへ

や
暫し
ば

し
はわ

休や
す

み
給た
ま

へえ

や
。【
こ
の
［
渡
リ
拍
子
］

の
ト
メ
で
囃
子
を
止
め
、
以
下
し
ば
ら
く
謡
の
み
】

［
サ
シ
］

【
御
息
所
は
正
先
で
ク
モ
っ
た
ま
ま
不
動
】

御
息
所　

恨う
ら

め
し
の
わ
が
身み

や
な
。
い
か
な
る
罪つ
み

の
報む
く

ひい

に
か
。
か
ゝ
る
魔ま

道ど
お

に
を

ち
こ
ち
の
。
山や

ま

路じ

に
い
つ
ま
で
迷ま
よ

ふお

べ
き
。

［
掛
ケ
合
イ
］

大
天
狗　

い
か
に
六ろ

く

條じ
よ
おの
御み

息や
す

所ど
こ
ろ。
何な
に

を
か
歎な
げ

か
せ
給た
も

ふお

ら
ん
。
御お
ん

身み

よ
り
出い

づ
る

慢ま
ん

心じ
ん

な
れ
ば
。
心こ
こ
ろか

ら
と
は
知し

り
給た
ま

はわ

ず
や
。
は
や
は
や
狂く
る

ひい

給た
ま

へえ

と
よ
。

【
御
息
所
は
正
先
で
ク
モ
っ
た
ま
ま
「
ま
た
そ
の
時
の
」
で
タ
ラ
タ
ラ
と
正
中
ま
で

退
る
】

御
息
所　

悲か
な

し
や
悲か
な

し
や
狂く
る

へえ

と
は
。
ま
た
そ
の
時と
き

の
來き

た
れ
る
か
。

【
小
天
狗
二
人
「
一
日
三
度
」
で
御
息
所
に
向
か
い
（
御
息
所
の
向
か
っ
て
右
側
に

並
ん
で
）
ズ
カ
ズ
カ
と
出
る
】

小
天
狗　

今い
ま

に
始は
じ

め
ぬ
御お
ん

苦く
る

し
び
。
一ひ
と

日ひ

三さ
ん

度ど

の
餌え

食じ
き

と
て
。
熱ね
ッ

鐵て
つ

の
金か
な

湯ゆ

熱ね
ッ

鐵て
つ

の

丸ま
ろ

か
せ
。

【
天
狗
二
人
、「
熱
鐡
の
金
湯
」
で
左
袖
返
し
、
右
手
の
羽
団
扇
で
二
回
汲
み
注
ぐ
型
。

か
し
と
存ぞ

ん

ず
る
こ
と
に
て
候そ
う
ろ。

い
や
。
何な
に

か
と
申も
お

す
う
ち
に
時じ

刻こ
く

が
移う
つ

る
。
ま
づ
ま

づ
仰お

お

せ
付つ

け
ら
れ
た
る
如ご
と

く
に
申も
お

し
付つ

け
ば
や
と
存
ず
る
。
皆
み
な
み

々な
う

承け
た
ま
わり
候そ
お

へら
え

。
今こ
ん

日に
ッ

はた

御み
や

息す
ど

所こ
ろ

を
伴
と
も
な

ひい

奉た
て
ま
つり
。
六ろ
く

條じ
よ
おの
古ふ
る

宮み
や

へ
御お
ん

出に

で
あ
つッ

て
。
魔ま

道ど
お

の
御ぎ
よ

遊い
う

數か
ず

を

盡つ

く
さ
せ
給た
も

ふお

べ
き
由よ
し

承
う
け
た
ま
わり
候そ
う
ろ

ふお

間あ
い
だ。
女に
よ
お

院い
ん

行ぎ
よ

啓お
け
いの
御お
ん

供と
も

に
は
。
天て
ん

狗ぐ

の
面め
ん

々め
ん

殘の
こ

ら
ず
罷ま
か

り
出い

で
。
物も
の

見み

車ぐ
る
まの

供ぐ

奉ぶ

し
奉
た
て
ま
つれ

と
の
御お
ん

事こ
と

な
り
。
か
ま
へえ

て
そ
の
分
ぶ
ん
こ

心こ
ろ

得え

候そ
お

へら
え

。
心こ
こ

得ろ
え

候そ
お

へら
え

。

《
下
ガ
リ
端
》

※
［
渡
リ
拍
子
］
の
天
狗
と
地
謡
の
謡
い
分
け
等
、
適
宜
改
変
を
加
え
た
。

「
能
劇
の
座
」
版
に
比
し
て
差
が
多
い
。

【
後
見
は
車
の
作
リ
物
を
持
ち
出
し
舞
台
正
中
に
据
え
る
。
段
取
り
、
太
鼓
高
キ
ザ

ミ
で
幕
上
ゲ
。
ま
ず
大
天
狗
出
て
三
ノ
松
で
幕
離
レ
。
気
を
変
え
幕
内
に
向
き
（
こ

の
間
、
幕
は
下
ろ
さ
ず
上
げ
た
ま
ま
）
大
き
く
両
ユ
ウ
ケ
ン
二
つ
。
大
天
狗
向
き
直

り
先
に
立
ち
、
続
け
て
小
天
狗
甲
、
御
息
所
、
小
天
狗
乙
の
順
で
出
る
。
御
息
所
ク

モ
リ
加
減
で
、
基
本
的
に
能
の
最
後
ま
で
「
痩
女
ノ
足
」
を
遣
い
続
け
る
。
大
天
狗

は
横
板
に
入
る
と
い
っ
た
ん
後
見
座
に
立
っ
た
ま
ま
ク
ツ
ロ
ギ
、
後
見
に
羽
団
扇
を

腰
に
挿
さ
せ
、
カ
セ
杖
を
渡
さ
れ
る
間
、
小
天
狗
甲
以
下
は
舞
台
に
入
り
車
の
向
か

っ
て
右
横
、
御
息
所
は
車
の
中
、
小
天
狗
乙
は
車
の
向
か
っ
て
左
横
に
そ
れ
ぞ
れ
立

つ
。
三
人
キ
チ
ン
と
立
つ
と
大
天
狗
は
後
見
座
で
正
面
を
向
き
（
こ
こ
で
太
鼓
高
キ

ザ
ミ
）、
そ
の
ま
ま
カ
セ
杖
を
突
き
つ
つ
出
て
常
座
に
立
ち
《
下
ガ
リ
端
》
打
ち
止

め
る
加
減
】

［
渡
リ
拍
子
］

地
謠　

見み

渡わ
た

せ
ば
。
見み

渡わ
た

せ
ば
。
四よ

方も

の
空そ
ら

も
晴は

れ
や
か
に
。
飛と

び
行ゆ

く
や
雲く
も

車く
る
まの

巡め
ぐ

る
空そ
ら

も
や
面お
も

白し
ろ

や
な
。
巡め
ぐ

る
空そ
ら

も
面お
も

白し
ろ

や
。【
大
天
狗
は
右
ウ
ケ
ル
】

小
天
狗　

名な

に
し
負お

ふお

。

地
謠　

名な

に
し
負お

ふお

。【
大
天
狗
、
正
に
直
す
と
後
見
は
床
几
を
持
ち
出
し
大
天
狗
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復
曲
能
〈
樒
天
狗
〉
の
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

［
□
］

地
謠　
【
御
息
所
立
つ
】
烟け

む
りの

中な
か

に
立た

つッ

つ
居い

つ
。【
上
着
の
唐
織
・
縫
箔
の
類
を

〈
葵
上
〉
前
シ
テ
の
手
順
で
脱
ぐ
準
備
】
烟け

む
りの

中な
か

に
立た

つッ

つ
居い

つ
苦く
る

し
み
は
さ
ら
に

盡つ

き
も
せ
で
。【
大
天
狗
「
絶
え
絶
え
と
」
で
御
息
所
に
立
ち
寄
り
、
カ
セ
杖
を
振

り
上
げ
て
杖
頭
で
一
つ
打
つ
と
、
御
息
所
は
上
着
を
脱
ぎ
被
い
で
ガ
タ
リ
と
下
に
居
、

安
坐
。
大
天
狗
は
杖
を
取
り
直
し
つ
つ
常
座
へ
退
り
、
御
息
所
に
向
い
た
ま
ま
改
め

て
一
足
踏
ん
込
み
ざ
ま
「
あ
ら
さ
て
懲
り
の
●
姿
や
」
の
●
に
当
て
て
杖
を
強
く
突

き
、
そ
の
ま
ま
御
息
所
を
強
く
見
込
む
】
形か

た
ちも

今い
ま

は
絶た

え
絶だ

え
と
炭す
み

竈が
ま

の
燠お
き

火び

と
な

り
給た

も

ふお

。
あ
ら
さ
て
懲こ

りり

の
姿す
が
たや

。《
打
切
》

※
以
下
の
［
中
ノ
リ
地
］
の
は
じ
め
に
《
今
合
返
》
を
挿
入
、「
あ
り
つ
る
愛

宕
の
樒
が
原
に
」
以
下
を
ヨ
ワ
吟
に
改
め
、
ト
メ
の
句
を
謡
い
返
す
よ
う
改
文

し
た
（
節
付
・
手
付
も
改
変
）。
そ
れ
ま
で
所
作
多
く
、
詞
章
分
量
も
少
な
い

の
で
、
地
謡
は
粘
ら
ぬ
な
が
ら
も
シ
ッ
カ
リ
め
に
、
い
た
ず
ら
に
位
の
進
み
過

ぎ
ぬ
よ
う
注
意
。

【
大
天
狗
は
《
打
切
》
で
そ
の
場
に
ク
ツ
ロ
ギ
、
後
見
に
カ
セ
杖
を
渡
し
打
杖
に
持

ち
替
え
る
】

［
中
ノ
リ
地
］

地
謠　

小し
よ

天お
て

狗ん
ぐ

立た

ち
寄よ

り
て
。《
今
合
返
》【
小
天
狗
二
人
、《
今
合
返
》
の
間
に
小

回
り
二
つ
し
な
が
ら
御
息
所
の
左
と
右
に
分
か
れ
て
勢
い
込
ん
で
正
先
ま
で
出
て
サ

シ
コ
ミ
、
ヒ
ラ
キ
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
キ
ザ
シ
し
つ
つ
御
息
所
に
立
ち
寄
り
、
強
く
ヒ
ラ

ク
】
立た

ち
寄よ

り
て
。【
右
側
（
向
か
っ
て
左
側
）
の
小
天
狗
が
羽
團
扇
で
荒
々
し
く

御
息
所
を
撫
で
る
】
燠お

き

火び

と
な
れ
る
御お
ん

身み

を
撫な

づ
れ
ば
。【
左
側
（
向
か
っ
て
右
側
）

の
小
天
狗
は
御
息
所
が
引
き
被
い
で
い
る
縫
箔
を
両
手
で
荒
々
し
く
剝
ぎ
取
っ
て
、

笛
座
の
方
へ
大
き
く
後
ろ
手
に
投
げ
捨
て
る
（
後
見
こ
れ
を
引
く
）】
ま
た
人ひ

と

の
形
か
た
ち

と
な
つッ

て
。【
モ
ギ
ド
ウ
姿
の
御
息
所
、
安
坐
の
ま
ま
茫
然
と
正
面
向
こ
う
を
見
る
。

御
息
所
、
苦
患
に
身
を
縮
め
る
よ
う
に
ガ
タ
リ
と
下
に
居
る
】

御
息
所　

服ぶ
く

せ
ん
と
す
れ
ば
炎ほ
の
おと

な
つ
て
。

【
大
天
狗
立
ち
（
後
見
は
床
几
を
引
く
）、
御
息
所
へ
キ
ッ
と
左
袖
を
返
し
（
右
手
に

カ
セ
杖
突
い
た
ま
ま
）、「
は
や
●
飲
め
と
こ
そ
」
の
●
に
当
て
杖
一
つ
強
く
突
く
と
、

御
息
所
は
両
手
で
胸
を
抱
き
上
半
身
深
く
ク
モ
ル
】

大
天
狗　

何な
に

と
て
飲の

ま
ぬ
ぞ
は
や
飲の

め
と
こ
そ
。

《
立
廻
リ
》

※
「
能
劇
の
座
」
版
に
な
い
太
鼓
入
リ
《
立
廻
リ
》
挿
入
。
あ
と
で
大
天
狗

「
は
や
飲
め
と
こ
そ
」
を
謡
い
返
す
改
変
。

【「
は
や
飲
め
と
こ
そ
」
で
太
鼓
カ
シ
ラ
（
こ
こ
か
ら
再
び
囃
子
打
チ
出
シ
）、
以
下
、

太
鼓
入
リ
《
立
廻
リ
》（
序
ア
リ
）。
は
じ
め
、
序
に
合
わ
せ
て
杖
突
き
入
れ
つ
つ
足

拍
子
を
踏
む
。
以
下
、
大
天
狗
は
御
息
所
を
廻
り
舞
台
一
巡
、
た
だ
し
御
息
所
を
こ

と
さ
ら
見
ず
、
触
れ
ず
、
抽
象
的
示
威
行
動
に
終
始
。
ト
メ
に
囃
子
事
の
位
進
み
、

常
座
で
御
息
所
に
向
き
サ
シ
コ
ミ
ヒ
ラ
キ
、
拍
子
を
三
つ
、
左
、
右
、
左
と
踏
む

（
最
後
一
つ
強
く
踏
む
）。
最
後
の
左
拍
子
と
と
も
に
御
息
所
は
ガ
タ
リ
と
安
坐
し
て

両
手
を
下
ろ
す
。
続
い
て
大
天
狗
は
《
立
廻
リ
》
前
と
同
じ
く
「
は
や
●
飲
め
と
こ

そ
」
の
●
に
当
て
杖
を
強
く
突
く
。
袖
は
返
さ
な
い
。《
立
廻
リ
》
ト
メ
で
太
鼓
打

上
】

大
天
狗　

は
や
飲の

め
と
こ
そ
。【
こ
の
一
句
は
《
立
廻
リ
》
結
尾
に
謡
い
込
む
】

御
息
所　

叫さ
け

ば
ん
と
す
れ
ば
聲こ
え

出い

で
ず
。

【
大
天
狗
は
胸
杖
し
て
立
っ
た
ま
ま
ず
っ
と
御
息
所
を
注
視
し
続
け
る
。
小
天
狗
二

人
、「
身
心
た
ち
ま
ち
」
で
羽
團
扇
を
大
き
く
遣
い
片
ユ
ウ
ケ
ン
ニ
度
】

小
天
狗　

身し
ん

心じ
ん

た
ち
ま
ち
炎ほ
の
おと
な
つ
て
。

御
息
所　

五ご

體た
い

さ
な
が
ら
。

大
天
狗
・
小
天
狗　

大だ
い

紅ぐ

蓮れ
ん

の
。【
御
息
所
、
手
を
下
ろ
し
て
居
立
つ
】
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以　

上

小
天
狗
二
人
も
と
の
位
置
に
戻
る
】
た
ま
た
ま
生し
よ
おあ

る
姿す
が
たと

な
る
を
。

大
天
狗　

大だ
い

天て
ん

狗ぐ

立た

ち
寄よ

り
て
。【
大
天
狗
、
御
息
所
の
右
後
ろ
（
向
か
っ
て
左
後

ろ
）
に
立
ち
寄
る
】

地
謠　

大だ
い

天て
ん

狗ぐ

立た

ち
寄よ

り
て
。
御み

髪ぐ
し

を
手て

に
か
ら
巻ま

い
て
。【
大
天
狗
、
御
息
所
の

肩
に
掛
け
る
よ
う
に
左
袖
を
大
き
く
返
し
「
一
打
ち
二
打
ち
」
で
打
杖
を
ニ
度
大
き

く
打
ち
、「
打
つ
よ
と
見
え
し
が
」
で
四
ツ
拍
子
、「
忽
ち
」
で
キ
ッ
と
見
据
え
る
と
、

御
息
所
は
モ
ロ
ジ
オ
リ
】
黒く

ろ

鐡が
ね

の
笞し
も
とを

振ふ

り
上あ

げ
て
。
一ひ
と

打う

ち
二ふ
た

打う

ち
打う

つ
よ
と
見み

え
し
が
た
ち
ま
ち
微み

塵じ
ん

に
打う

ち
碎く
だ

け
ば
。【
小
天
狗
は
邪
魔
に
な
ら
ぬ
よ
う
大
天
狗

よ
り
先
に
、「
忽
ち
～
木
の
葉
の
如
く
」
と
両
ユ
ウ
ケ
ン
し
つ
つ
橋
掛
り
に
行
き
、

そ
れ
ぞ
れ
二
ノ
松
と
三
ノ
松
に
立
ち
左
袖
返
し
、
御
息
所
を
見
込
む
。
大
天
狗
は
あ

と
か
ら
橋
掛
り
に
流
れ
（
横
板
で
後
見
に
打
杖
を
渡
し
、
腰
の
羽
團
扇
を
抜
か
せ
て

右
手
に
持
つ
）】
嵐あ

ら
しに

散ち

り
行ゆ

く
木こ

の
葉は

の
如ご
と

く
。
ば
つッ

と
散ち

る
と
見み

え
つ
る
が
。

【
大
天
狗
、
次
の
「
虚
空
に
」
で
一
ノ
松
欄
干
際
に
出
て
左
袖
巻
き
上
げ
て
御
息
所

を
見
込
む
】
虚こ

空く
う

に
應こ
と

ふお

る
聲こ
え

あ
り
て
。
ど
つッ

と
笑わ
ろ

ふお

と
聞き
こ

え
し
が
。【「
虚
空
に
應

ふ
る
」
で
小
天
狗
二
人
は
幕
を
サ
シ
、
大
天
狗
は
袖
を
直
し
向
き
直
り
、
三
人
ア
ユ

ミ
を
揃
え
幕
に
入
る
。
急
か
ず
、
む
し
ろ
悠
然
と
入
っ
て
良
い
。
続
く
「
あ
り
つ

る
」
か
ら
ヨ
ワ
吟
と
な
り
地
謡
の
位
が
グ
ッ
と
シ
マ
ル
と
（
天
狗
が
橋
掛
リ
に
残
っ

て
い
て
も
構
わ
な
い
）、
御
息
所
は
モ
ロ
ジ
オ
リ
し
て
い
た
両
手
を
静
か
に
解
き
、

上
体
を
起
こ
す
】
あ
り
つ
る
愛あ

た

宕ご

の
樒し
き
みが

原は
ら

に
。
影か
げ

の
如ご
と

く
に
御み

息や
す

所ど
こ
ろ。【「

影
の
如

く
に
」（
初
句
）
に
合
わ
せ
て
御
息
所
は
喪
心
の
態
で
立
ち
上
が
り
、
呆
然
と
し
て

向
こ
う
正
面
を
見
る
。
続
く
返
シ
句
「
影
の
如
く
に
」
で
懐
中
よ
り
扇
を
取
り
出
し

て
広
げ
、
大
き
く
サ
シ
マ
ワ
シ
て
（
右
に
ト
リ
な
が
ら
）、
そ
の
ま
ま
蹌
踉
と
ア
ユ

ム
】
影か

げ

の
如ご
と

く
に
御み

息や
す

所ど
こ
ろは

。
夢
ゆ
め
ま

幻ぼ
ろ
しと

な
り
に
け
り
【
扇
を
左
手
に
取
り
常
座
（
で

き
れ
ば
一
ノ
松
）
で
右
ウ
ケ
下
に
居
、
枕
扇
し
て
ト
メ
。
囃
子
は
「
残
留
」
に
し
な

い
】
夢ゆ

め

幻ま
ぼ
ろ
しと
ぞ
な
り
に
け
る
。


